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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年8月4日(2016.8.4)

【公表番号】特表2015-522820(P2015-522820A)
【公表日】平成27年8月6日(2015.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2015-050
【出願番号】特願2015-520395(P2015-520395)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｍ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｍ   15/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月14日(2016.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルターハウジングを識別する第１のＲＦＩＤタグおよび第１のバーコード（８６）
のうちの少なくとも１つを有するフィルターハウジング（１２）であって、前記フィルタ
ーハウジング（１２）が、第１の端部（２２）に配設されている第１の継手（３０）と、
第２の端部（４０）に配設されている第２の継手（４８）とを含み、前記第１の継手（３
０）および前記第２の継手（４８）が、前記フィルターハウジング（１２）を試験用治具
に接続するよう構成されている、フィルターハウジング（１２）と、
　前記フィルターハウジング（１２）の中に選択的に配設されるフィルター媒体（１４）
であって、前記フィルター媒体（１４）を識別する第２のＲＦＩＤタグ（１００）および
第２のバーコード（８４）のうちの少なくとも１つを含む、フィルター媒体と、
　前記第１のＲＦＩＤタグおよび前記第１のバーコード（８６）のうちの前記少なくとも
１つ、ならびに、前記第２のＲＦＩＤタグ（１００）および前記第２のバーコードのうち
の前記少なくとも１つによって提供される情報に基づいて、前記フィルターハウジング（
１２）と前記フィルター媒体（１４）をリンクさせるように動作可能な制御装置（７６）
と
を備える、エミッションテスト装置（１０）。
【請求項２】
　前記第１のバーコード（８６）および前記第２のバーコード（８４）が、互いから所定
の距離に配設されており、１つのバーコードリーダーを用いて前記第１のバーコード（８
６）および前記第２のバーコード（８４）の同時の読み取りを可能にする、請求項１に記
載のエミッションテスト装置（１０）。
【請求項３】
　前記フィルターハウジング（１２）が、前記フィルターハウジング（１２）を識別する
第３のバーコード（８８）を含み、前記試験用治具が、流体ストリームを識別する第４の
バーコード（９０）を含む、請求項１に記載のエミッションテスト装置（１０）。
【請求項４】
　前記第３のバーコード（８８）および前記第４のバーコード（９０）が、互いから所定
の距離に配設されており、１つのバーコードリーダーを用いて前記第３のバーコード（８
８）および前記第４のバーコード（９０）の同時の読み取りを可能にする、請求項３に記
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載のエミッションテスト装置（１０）。
【請求項５】
　前記制御装置（７６）が、前記第３のバーコード（８８）および前記第４のバーコード
（９０）によって提供される情報に基づいて、前記フィルターハウジング（１２）を前記
試験用治具にリンクさせるように動作可能である、請求項３に記載のエミッションテスト
装置（１０）。
【請求項６】
　前記制御装置（７６）が、前記第１のＲＦＩＤタグおよび前記第１のバーコード（８６
）のうちの前記少なくとも１つ、前記第２のＲＦＩＤタグ（１００）および第２のバーコ
ード（８４）のうちの前記少なくとも１つ、前記第３のバーコード（８８）、ならびに前
記第４のバーコード（９０）によって提供される情報に基づいて、前記フィルター媒体（
１４）を前記試験用治具にリンクさせるように動作可能である、請求項５に記載のエミッ
ションテスト装置（１０）。
【請求項７】
　前記制御装置（７６）が、前記第１の継手（３０）および前記第２の継手（４８）が前
記試験用治具に設置されているかどうかについて判定するように動作可能である、請求項
３に記載のエミッションテスト装置（１０）。
【請求項８】
　前記第１の継手（３０）および前記第２の継手（４８）が前記試験用治具に設置されな
い限りは、前記制御装置（７６）が、前記第３のバーコード（８８）および前記第４のバ
ーコード（９０）の読み取りを防止する、請求項７に記載のエミッションテスト装置（１
０）。
【請求項９】
　前記第１の継手（３０）および前記第２の継手（４８）のうちの１つに入力信号が供給
され、前記第１の継手（３０）および前記第２の継手（４８）が前記試験用治具に接続さ
れているかどうかについて前記制御装置（７６）が判定することを可能にする、請求項７
に記載のエミッションテスト装置（１０）。
【請求項１０】
　エミッションテスト装置（１０）のフィルターハウジング（１２）を識別するステップ
と、
　前記フィルターハウジング（１２）の中に配設されているフィルター媒体（１４）を識
別するステップと、
　制御装置（７６）によって、前記フィルター媒体（１４）を前記フィルターハウジング
（１２）にリンクさせるステップと、
　前記フィルターハウジング（１２）の第１の端部（２２）を試験用治具に接続し、前記
フィルターハウジング（１２）の第２の端部（４０）を前記試験用治具に接続することに
より、前記エミッションテスト装置（１０）の前記試験用治具に前記フィルターハウジン
グ（１２）を設置するステップと、
　前記試験用治具へ前記フィルターハウジング（１２）を設置する前記ステップに続いて
、前記フィルターハウジング（１２）を識別するステップと、
　前記試験用治具を識別するステップと、
　前記制御装置（７６）によって、前記フィルターハウジング（１２）を前記試験用治具
にリンクさせるステップと
を備える、方法。
【請求項１１】
　前記フィルターハウジング（１２）を識別する前記ステップが、前記フィルターハウジ
ング（１２）に関連付けられた第１のバーコード（８６）を読み取るステップを含む、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フィルター媒体（１４）を識別する前記ステップが、前記フィルター媒体（１４）
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に関連付けられた第２のバーコード（８４）を読み取るステップを含む、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記試験用治具へ前記フィルターハウジング（１２）を設置する前記ステップに続いて
、前記フィルターハウジング（１２）を識別する前記ステップが、前記フィルターハウジ
ング（１２）に関連付けられた第３のバーコード（８８）を読み取るステップを含む、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記試験用治具を識別する前記ステップが、前記試験用治具に関連付けられた第４のバ
ーコード（９０）を読み取るステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記試験用治具は、サイクロンに接続される第１の継手（７８）および真空部に接続さ
れる第２の継手（８０）を含み、かつ
　前記試験用治具へ前記フィルターハウジング（１２）を設置する前記ステップが、前記
フィルターハウジング（１２）の前記第１の端部（２２）を前記第１の継手（７８）に接
続するステップと、前記フィルターハウジング（１２）の前記第２の端部（４０）を前記
第２の継手（８０）に接続するステップとを含む、請求項１０に記載の方法。
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